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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第１四半期
連結累計期間

第36期
第１四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自　2019年３月１日
至　2019年５月31日

自　2020年３月１日
至　2020年５月31日

自　2019年３月１日
至　2020年２月29日

売上高 （千円） 2,958,799 2,475,576 11,785,444

経常利益 （千円） 24,879 26,756 113,185

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 11,475 12,677 52,447

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 11,194 15,905 46,186

純資産額 （千円） 400,344 451,242 435,336

総資産額 （千円） 2,284,364 2,696,129 2,671,896

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 4.49 4.96 20.54

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 17.5 16.7 16.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社魚喜(E03365)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間(2020年３月１日から2020年５月31日まで)におけるわが国経済は、世界規模で

の新型コロナウイルス感染拡大の影響により、景気は急速に悪化しており、未だ収束時期の見通しが不透明な

現状であり、予断を許さない状況が続いております。

当社グループが事業の主体をおく水産小売業界におきましては、２月下旬に政府から外出自粛要請が出さ

れ、４月には感染者が急増し、緊急事態宣言が発令、都道府県知事による営業自粛要請や外出自粛要請に伴

い、百貨店、駅ビルなどの商業施設の臨時休業、営業時間短縮などの影響により、経営環境は厳しい状況とな

りました。

このような環境において今期の対処すべき課題にある、働き方改革によるローコストオペレーションを実施

し、労働生産性の向上を図り、品切れや廃棄によるロスを無くし、店舗運営コストの見直しを行い、収益構造

の改善に取り組んでまいりました。

また、当社グループは、政府のガイドラインに基づき、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応をと

り、従業員の安全と健康確保を最優先に考え、安全・安心な職場環境を維持することと合わせて、お客様に安

心してお買い物ができる態勢を整えたうえで店舗運営に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当社の売上高は、24億75百万円（前年同四半期比16.3％

減）、売上総利益は10億79百万円（前年同四半期比13.0％減）、営業利益20百万円（前年同四半期比18.5％

減）、経常利益は26百万円（前年同四半期比7.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12百万円（前

年同四半期比10.5％増）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（鮮魚事業）

鮮魚事業の売上高は、22億43百万円（前年同四半期比14.1％減）となり、セグメント利益は、１億44百万円

（前年同四半期比35.9％増）となりました。

（飲食事業）

飲食事業の売上高は、１億28百万円（前年同四半期比48.1％減）となり、セグメント損失は、21百万円（前

年同四半期はセグメント利益23百万円）となりました。

（不動産事業）

不動産事業の売上高は、１億15百万円（前年同四半期比1.4％増）となり、セグメント利益は、13百万円（前

年同四半期比0.0％減）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ24百万円増加し、26億96百万円とな

りました。このうち、流動資産は前連結会計年度末に比べ74百万円増加して19億25百万円となり、また、固定資

産は前連結会計年度末に比べ50百万円減少して７億70百万円となりました。

（負債）

負債の総額は、前連結会計年度末に比べ８百万円増加し、22億44百万円となりました。このうち、流動負債は

前連結会計年度末に比べ26百万円減少して17億33百万円となり、また、固定負債は前連結会計年度末に比べ34百

万円増加して５億11百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ15百万円増加し、４億51百万円となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,200,000

計 5,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2020年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年７月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 2,555,856 2,555,856 東京証券取引所市場第二部
単元株式数

100株

計 2,555,856 2,555,856 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総数増減数

（株）
発行済株式総数残高

（株）
資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

 2020年３月１日～

 2020年５月31日
― 2,555,856 ― 941,031 ― 1,029,015

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,551,800 25,518 －

単元未満株式 普通株式 1,956 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  2,555,856 － －

総株主の議決権  － 25,518 －

 

②【自己株式等】

    2020年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社魚喜 神奈川県藤沢市湘南台2-10-5 2,100 － 2,100 0.08

計 － 2,100 － 2,100 0.08

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,051,121 1,120,022

売掛金 527,448 530,186

商品 127,304 111,997

貯蔵品 12,532 9,633

その他 132,837 154,031

流動資産合計 1,851,245 1,925,871

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 529,464 515,453

減価償却累計額 △408,715 △397,781

建物及び構築物（純額） 120,748 117,671

工具、器具及び備品 797,119 774,191

減価償却累計額 △670,242 △657,738

工具、器具及び備品（純額） 126,877 116,453

土地 389 389

有形固定資産合計 248,015 234,514

無形固定資産   

その他 73,304 67,922

無形固定資産合計 73,304 67,922

投資その他の資産   

投資有価証券 64,542 69,194

敷金及び保証金 360,624 333,949

繰延税金資産 22,730 14,682

その他 51,433 49,994

投資その他の資産合計 499,330 467,820

固定資産合計 820,650 770,257

資産合計 2,671,896 2,696,129
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 735,891 670,668

短期借入金 250,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 212,512 217,532

未払金 295,695 293,917

未払法人税等 41,901 16,068

賞与引当金 18,000 782

資産除去債務 12,565 405

その他 193,460 234,433

流動負債合計 1,760,026 1,733,807

固定負債   

長期借入金 341,909 378,456

長期預り保証金 92,545 90,545

関係会社支援損失引当金 17,300 17,300

資産除去債務 24,778 24,778

固定負債合計 476,532 511,080

負債合計 2,236,559 2,244,887

純資産の部   

株主資本   

資本金 941,031 941,031

資本剰余金 1,029,015 1,029,015

利益剰余金 △1,536,426 △1,523,749

自己株式 △5,634 △5,634

株主資本合計 427,985 440,662

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,351 10,579

その他の包括利益累計額合計 7,351 10,579

純資産合計 435,336 451,242

負債純資産合計 2,671,896 2,696,129
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

売上高 2,958,799 2,475,576

売上原価 1,717,268 1,396,002

売上総利益 1,241,530 1,079,574

販売費及び一般管理費 1,216,957 1,059,536

営業利益 24,572 20,038

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 1,545 1,395

受取手数料 122 9

受取補償金 － 5,942

その他 536 766

営業外収益合計 2,206 8,116

営業外費用   

支払利息 1,894 1,388

その他 4 9

営業外費用合計 1,899 1,398

経常利益 24,879 26,756

特別利益   

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除却損 793 49

特別損失合計 793 49

税金等調整前四半期純利益 24,085 26,707

法人税、住民税及び事業税 7,952 7,405

法人税等調整額 4,656 6,624

法人税等合計 12,609 14,029

四半期純利益 11,475 12,677

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,475 12,677
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

四半期純利益 11,475 12,677

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △281 3,227

その他の包括利益合計 △281 3,227

四半期包括利益 11,194 15,905

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 11,194 15,905

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　　　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症に伴う当社グループの業績に関して、当社グループでは、当該感染症による影響が

2021年２月まで続くものと仮定し、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損会計等の会計上の見積りを

行っております。

なお、前期末の仮定について重要な変更を行っておりません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。これら契約

に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年２月29日）
当第１四半期連結会計期間
（2020年５月31日）

当座貸越極度額 1,080,000千円 1,080,000千円

借入実行残高 　250,000 　300,000

差引額 　830,000 　780,000

 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年３月１日
至 2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年５月31日）

減価償却費 26,110千円 23,193千円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年５月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2） 鮮魚事業 飲食事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,610,062 246,501 102,234 2,958,799 － 2,958,799

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 11,571 11,571 △11,571 －

計 2,610,062 246,501 113,806 2,970,370 △11,571 2,958,799

セグメント利益 106,384 23,578 13,183 143,147 △118,575 24,572
 

（注）１．セグメント利益の調整額△118,575千円には、各報告セグメントに配分していない全社費
用△118,571千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない
一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2） 鮮魚事業 飲食事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,243,142 128,033 104,400 2,475,576 － 2,475,576

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 11,004 11,004 △11,004 －

計 2,243,142 128,033 115,405 2,486,581 △11,004 2,475,576

セグメント利益又は損失（△） 144,587 △21,126 13,182 136,643 △116,604 20,038
 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△116,604千円には、各報告セグメントに配分し
ていない全社費用△107,668千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン
トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4円49銭 4円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
11,475 12,677

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
11,475 12,677

普通株式の期中平均株式数（株） 2,553,684 2,553,684

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社魚喜(E03365)

四半期報告書

15/16



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年７月13日

株式会社魚喜

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯　塚　正　貴 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯　田　昌　泰 印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の

2020年３月１日から2021年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020年５月31日

まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の2020年５月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社魚喜(E03365)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

